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1．はじめに
学習支援システムは、本学学生の成績や面談等

の情報を提供しているデータベースシステムであ
る。本システムについては本学紀要1）2）3）において
も報告しているが、スタートは学内情報システム
のユーザー情報管理のためのExcel ファイルであ
り、これをベースに学生の詳細情報、面談記録、
成績などバラバラに存在していた情報を統合し、
Access を用いてデータベース化した。Access
データベースはマルチユーザーでの使用に適して
おらず、筆者のみが使用していた。その後、2013
年頃より教職員も利用できるよう、学内のWeb
環境にデータベースを構築し、サービスを開始し
た。
一方、2017年度に本学公式の学務システムが導

入された。これにより、データの一元管理という
データベース本来の趣旨から、本システムは役割
を終える予定であった。しかし、現在も本システ
ムの運用は継続しており、システムの改修や機能
の追加を行っている。
本システムの運用を継続している理由として、

以下のようなことがあげられる。
・ 学務システムの学生データの収録期間が2016

年度入学生からであるのに対し、本システム
は一部不完全ながらも1994年度入学生収録さ
れている。

・ 学務システムの画面と比較して本システムで

は1画面に表示される情報量が多く、学生の
面談時などに利用しやすい。

・ 学務システムと比べてデータ分析のための
データ抽出処理の自由度が高く、容易。

・ 本システムが学務システムを含め、学内の各
種ユーザーアカウント管理の元となっている。

・ 学生の配慮事項や社会人基礎力調査など、学
務システムには収録されていない情報が含ま
れている。

・ 学務システムの不具合改修や新機能の追加な
どに時間を要する。
このように、現状では本システムの機能は学務
システムへ完全には移行できておらず、相互補完
関係にある。このため、本システムの保守並びに
機能向上のための開発は継続的に行っている。学
務システムへのデータ提供も行っており、サー
バー移行やOSアップグレードを行いつつ運用開
始から10年以上が経過した。
本稿では、前回報告以降の改善や追加機能につ
いて報告する。

2．新機能および改良点
前回報告以降、いくつかの新たな機能追加や改
善のため、データベースの構造（図1）の一部見
直しを行った。新しく会議資料、考慮事項、求人
票の3つのテーブルを新しく追加した。また、成
績の評価基準の見直しにより、成績テーブル、科
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目テーブルは評価項目の追加が行われている他、
スタッフテーブルに写真ファイル用の項目を追加
している。

2．1．シラバス公開および学外からの利用
本学公式のWebサイトで在学生用のシラバス

を公開しているが、過年度入学生のシラバス公開
の要望があり、2016年度からシラバスを収録して
いる本システムを利用することにした。しかし、
本システムは学内での利用を想定していたため、
サーバーは学内の閉じたネットワークに接続され
ており、学外からのアクセスはできない構成に
なっていた。
対応策として、本学のインターネットサーバー

にNginx によるリバースプロキシを構成し、イ
ンターネットから学内 LANに接続されている本
システム用サーバーへのアクセスを可能にした。
これにより、シラバスだけでなく、本システムの
全機能が学外からアクセス可能となった。学外か
らのログインについては、不正ログイン対策とし
てパスワード入力の二重化を行っている。
シラバスは科目ごとに PDFファイルで公開し

ている。その元となるシラバスデータは授業担当
者が学務システムに入力したもので、Excel ファ

イルとしてダウンロードができる。しかし、全て
の科目が一つのExcel シートに連続して出力され
るため、そのまま公開することができない。そこ
で、Excel の VBAマクロによりExcel シートを
1科目ごとに分割し、科目コードをファイル名と
するＡ4サイズ2ページ分の PDFを自動生成し
ている。同時に本システムの科目テーブルおよび
科目担当テーブル用のデータを抽出することがで
きる。これらの作業は教務課職員が数日かけて
行っていたが、マクロにより数分で完了する。

2．2．Google Charts4）を用いたグラフ機能
本システムでは学生個人の学期ごとのGPA推
移、学修成果の到達度をグラフ表示している。こ
のグラフイメージは、これまで独自に PHPプロ
グラムで作成していたが、Google Charts を用い
たグラフ表示を導入した（図2）。Google Charts
は JavaScript で記述するグラフ描画ツールライ
ブラリである。本システムは PHPで記述されて
いるため、データベースから抽出したデータから
PHPでグラフ描画用データとGoogle Charts ライ
ブラリを呼び出す JavaScript のコードを生成し、
ウェブページにグラフを埋め込んでいる。ただし、
学生一覧での学修成果到達度グラフは、比較がし

図1．データベース構造
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図3．科目ごとの成績集計画面

図2．Google Charts によるグラフ表示
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やすいレーダーチャートを用いているが、Google
Charts にはレーダーチャートを作成する機能が
なく、独自開発の PHPプログラムを使用してい
る。
その他にも科目ごとの成績表示画面（図3）で

は、得点の平均値、標準偏差などの統計指標と共
にBox プロット、ヒストグラムが表示されるが、
現時点ではGoogle Charts への移行は完了してい
ない。
Google Charts の他にもMITによるオープン

ソースのグラフィックスライブラリーChart.js も
あり、今後も比較検討し取り入れていくことを考
えている。
なお、学務システムでもGPAの推移や学修成
果到達度グラフは出力できるが、Excel のグラフ
機能を使用しており、Excel ファイルをダウン
ロードする必要がある。

2．3．就職先による検索および求人票検索
卒業生の就職先の担当者との面談時などに、そ
の企業に就職した卒業生の情報が必要になること
がある。学務システムで就職した会社名で検索す
ることは可能であるが、入学年度ごとに検索を行
う必要があり、年度をまたがっての検索ができな
い。
本システムでは応募、内定、決定、不採用、辞
退などの就職活動の履歴が時系列でテーブルに記
録されている。学生によっては複数の企業から内
定をもらったり、内定後に辞退に辞退したりする
ため、最終の就職決定先の企業名を取り出す SQL
文が複雑になっている。他にも複数の検索キーで
の検索を行うため、これらの検索機能を統合する
と更に SQL文が複雑となり、今後のプログラム
の保守が難しくなることも考えられた。現在は活
動記録テーブルに対象の企業名が含まれる学生を
抽出し、そこに最終の就職決定先を表示するよう

図4．成績一覧表示画面

学習支援システムの試作（4）

－66－



にしている。一覧には最終就職決定先が該当企業
ではない学生も混じって出力されるが、実用上は
あまり支障がない。今後、SQL文の見直しによ
り、よりシンプルなコード設計を検討したい。

2．4．視認性の改善
本システムは学生との面談時に参照することが

あるため、1つの画面に多くの情報が表示される。
例えば、学生の各科目の成績は履修可能な全科目
が表示されるため、縦に長い表形式となっている。
このため、表をスクロールしたときに見出し行が
画面から消えないように制御したり、マウスポイ
ンターがある行やセルがハイライトされたりする
ような工夫を行っている。更に、成績については
各科目のグレードポイント、各期のGPAによっ
てセルの色分けを行った（図4）。これにより、
単位が取得できなかった科目などが簡単に確認で
きるようになった。

2．5．会議資料検索
2023年度から学内の会議の多くがペーパーレス
化され、会議資料が PDFで配布されるように
なった。これらのファイルは学内のファイルサー
バーやGoogle Drive に保存されているが、会議
の開催日で整理されており、議事の内容で該当の
ファイルを検索するには手間がかかる。
そこで、教授会と運営委員会の各回の資料を本

システムのサーバーにアップロードするとともに、
会議名、開催日、議事のタイトル、PDFでのペー

ジ番号をテーブルに保存し、議事のタイトルに含
まれるキーワードで検索できるようにした。例え
ば、図5のように「時間割」というキーワードで
検索すると3件の議事が抽出され、議事のタイト
ルをクリックすると会議資料の該当のページが表
示される。この機能は教職員のみが利用可能と
なっている。

2．6．サーバー移行
初期の本システムはWindows Server 上の仮想
計算機で稼働する Linux システムで運用してい
た。老朽化のため何世代か移行を繰り返し、現在
はWindows 7のサポート終了時に廃棄された
パソコンのOSを Linux に変更し、サーバーとし
て使用している。ハードウェアは年数を経過して
いるが、ハードディスクを SSDに交換しており、
応答速度なども問題なく使用できている。現在の
動作環境は、以下の通りである。
・ PC：Lenovo ThinkCentre Edge（CORE i3、
メモリ 4GB、SSD 1TB）

・ システムOS：AlmaLinux 8.10（CentOS 8
より移行）

・ Apache 2.4.37
・ MariaDB 10.3.39
・ PHP 7.2.24
・ jQuery 3.7.1
・ PhpOffice/PhpSpreadsheet 1.13.0
・ tFPDF 1.7
・ phpMyAdmin 5.0.2

図5．会議資料検索画面
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・ Google Charts
これとは別にWindows 11 パソコンの仮想計算

機（Hyper-V）上に Linux（Ubuntu）によるシス
テムを構成し、予備およびテスト環境を構築して
いる。

3．考 察
本システムでのデータの収集や入力は筆者一人

で行っており、作業能力には限界がある。基本的
にデータの新規登録や更新は学務システムで行わ
れているため、本システムのデータベースを維持
していくには継続的なデータの同期・保守作業が
欠かせない。現在の公式学務システムも様々な課
題を抱えていることから、2026年度から新しい学
務システムへの移行が決定している。旧学務シス
テムからのデータ移行作業が進行しているが、新
システムへの完全移行および活用には時間を要す
ると考えられる。本システムは使用している機器
の老朽化もあり、運用終了も近いと考えているが、
新学務システムに求められる新機能のパイロット
モデルとして貢献できればと考えている。
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